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新成人のつどい

　1月7日、県営サンアリーナで「新成人のつどい」が開催されました。今年の新成人は、1,523人（男性737人、女性786人）。
　式典は、新成人のつどい実行委員の進行で進み、「はたちの誓い」の宣言や、各中学校の恩師からのビデオレターの
放映などが行われ、最後は、皆さんの門出を祝して、三本締めで締めくくりました。



平成19年2月号 �

助
役
・
教
育
委
員
会
委
員
が

　
　
　
　
　

決
ま
り
ま
し
た

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時

に
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
暮

ら
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
も
被
災
し

ま
す
。

　

市
は
、
災
害
時
の
避
難
所
に

お
い
て
、
次
の
と
お
り
ペ
ッ
ト

の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

対
象　

犬
・
猫
・
小
鳥
な
ど
の

小
動
物
（
ペ
ッ
ト
）

受
け
入
れ
場
所　

避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
小
・
中
学
校

※
市
民
が
避
難
す
る
居
室
部
分

と
は
分
離
し
ま
す
。
な
お
、
地

震
災
害
時
は
原
則
屋
外
と
し
ま

す
。

　

避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
運

営
者
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
を
入
れ
る
ゲ

ー
ジ
や
、
ペ
ッ
ト
の
食

し
ょ
く

餌じ

な
ど

は
、
飼
い
主
が
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。

　

災
害
時
と
い
う
特
殊
な
環
境

の
も
と
で
は
、
人
も
ペ
ッ
ト
も

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
ト
ラ
ブ

ル
の
要
因
と
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

動
物
が
好
き
な
人
・
嫌
い
な

人
、
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る

人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
避

難
所
に
集
ま
り
ま
す
の
で
、
飼

い
主
は
、
ほ
か
の
人
に
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
、
適
切
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
防
犯
課
（
☎
�
５
５
２
３
）

市
施
設
の

指
定
管
理
者
を
指
定

都
市
農
山
村
交
流
促
進
施
設
・

郷
の
恵
「
風
輪
」

 

（
☎
�
１
７
４
１
）

離
宮
の
湯 

（
☎
�
０
５
４
８
）

　

市
は
、
民
間
の
能
力
を
活
用

し
、
施
設
の
効
果
的
・
効
率
的

な
管
理
運
営
を
行
う
「
指
定
管

理
者
制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま

す
。

　

新
た
に
左
表
の
と
お
り
、
同

制
度
を
導
入
し
、
指
定
管
理
者

が
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

施 設 名
都市農山村交流促進
施設・郷の恵「風輪」
　　　　　（横輪町）

離宮の湯
（小俣町）

指定管理者 横輪町活性化委員会
イオンディライト株式会社 
中部支社三重営業所

指定期間
平成19年1月1日 
～平成21年3月31日

平成19年4月1日 
～平成22年3月31日

　

伊
勢
市
助
役
に
亀
井
秀
樹
さ

ん
（
尾
上
町
）
が
、
12
月
市
議

会
で
選
任
同
意
さ
れ
、
1
月
1

日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

　

亀
井
秀
樹
助
役
は
、
昭
和
30

年
11
月
6
日
生
ま
れ
。
昭
和
53

年
4
月
に
三
重
県
職
員
と
な
り
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
チ
ー

ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
広
聴
企
画

分
野
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特

命
担
当
監
、
危
機

管
理
総
務
室
長
を

務
め
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
の
菊
川
厚
教
育

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任

に
、
岡お
か
も
と
く
に
た
か

本
國
孝
さ
ん
（
曽
祢
2

丁
目
）
が
、
12
月
市
議
会
定
例

会
で
任
命
同
意
さ
れ
、
12
月
25

日
付
け
で
就
任

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
25
日
に
開
催
さ

れ
た
教
育
委
員
会
会
議
で
、
菊

川
厚
教
育
委
員
長
の
任
期
満
了

に
伴
う
後
任
に
、
角か
ど
ま
え
や
す
ゆ
き

前
泰
之
さ

ん（
藤
里
町
）、
同
委
員
長
職
務

代
理
者
に
楠く
す

田た

英え
い

子こ

さ
ん
（
宮

後
3
丁
目
）
が
選
ば
れ
、
12
月

25
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

亀井 秀樹  助役

12
月
市
議
会
で
選
任
同
意

助
役
に　
　

亀か
め

井い

 

秀ひ
で

樹き

さ
ん

12
月
市
議
会
で
任
命
同
意

伊
勢
市
教
育
委
員
会
委
員



平成19年2月号�

家
庭
の
省
エ
ネ
チ
ェ
ッ
ク

①
使
っ
て
い
な
い
部
屋
な
ど
の

照
明
は
消
し
て
い
る

②
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ

な
い
と
き
は
、
主
電
源
を
切
っ

て
い
る

③
暖
房
の
設
定
温
度
は
20
℃
以

下
に
し
て
い
る

④
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
こ
た

つ
の
設
定
温
度
は
低
く
し
て
い

る

⑤
電
気
ポ
ッ
ト
を
使
わ
ず
、
保

温
瓶
を
使
っ
て
い
る

⑥
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
炎
は
、
鍋
の

底
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る

⑦
食
器
洗
い
や
洗
顔
な
ど
に
使

用
す
る
湯
の
設
定
温
度
は
低
め

に
し
て
い
る

⑧
風
呂
は
家
族
で
続
け
て
入
浴

し
、
使
わ
な
い
と
き
は
浴
槽
の

ふ
た
を
閉

め
て
い
る

⑨
近
く
に
出
掛
け
る
と
き
は
、

徒
歩
ま
た
は

自
転
車
を

使
っ
て

い
る

⑩
車
に
は
、
不
要
な
荷
物
を
載

せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

　

さ
て
、
い
く
つ
当
て
は
ま
り

ま
し
た
か
。
こ
の
ほ
か
に
も
省

エ
ネ
の
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

こ
た
つ
を
使
っ
て
い
る
人
に

と
っ
て
お
き
の
省
エ
ネ
を
紹
介

　

こ
た
つ
は
、
人
が
出
入
り
す

る
と
き
に
、
暖
か
い
空
気
が
逃

げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
た
つ
の
中
で
毛

布
を
1
枚
掛
け
ま
す
。

　

こ
う
す
る
と
、
空
気
が
逃
げ

て
も
毛
布
が
暖
か
い
た
め
、
こ

た
つ
の
中
は
冷
め
に
く
く
な
り

ま
す
。

　

一
度
、
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
発
熱
部
分
に
近

づ
け
過
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※
「
広
報
い
せ
」
11
月
号
と
一

緒
に
配
布
し
た
「
地
球
に
ｅえ
〜
こ
ｃ
ｏ

と
始
め
ま
せ
ん
か
？
」
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま

す
が
、
地
球
に
も
家
計
に
も
や

さ
し
い
省
エ
ネ
対
策
を
、
ぜ
ひ

実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

環境政策課
（☎�5540）

省エ
ネルギー月間

２月
は

有
緝
小
学
校
の
新
校
舎
に
設
置
し
た

教
育
総
務
課
（
☎
�
5
6
2
1
）

　

有
緝
小
学
校
に
設
置
し
た
20
　

kw
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が

発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
独
立
行
政
法
人
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構
、
三
重
県
（
三
重
県

エ
コ
ス
ク
ー
ル
等
普
及
支
援
事

業
）、
財
団
法
人
中
部
産
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー
の
補
助
を
受
け

て
、
工
事
費
１
７
７
４
万
5
千

円
で
、
昨
年
12
月
13
日
に
完
成

し
た
も
の
で
す
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、

早
修
小
学
校
・
上
野
小
学
校
・

倉
田
山
中
学
校
に
続
く
も
の
で

す
。

　

市
は
、
地
域
住
民
や
事
業
者

の
先
導
的
役
割
を
担
い
、
地
域

の
特
色
に
応
じ
た
環
境
施
策
を

推
進
し
、
自
然
と
共
生
し
、
地

球
環
境
の
保
全
に
貢
献
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 太陽光発電システムパネル

太陽光発電システム表示装置

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が

　
　
　
　

発
電
を
開
始
！



平成19年2月号 �

市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　
　
　
　

⋮
課
税
課
市
民
税
係
（
☎
�
5
5
3
4
）

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

　
　
　
　

⋮
伊
勢
税
務
署
個
人
課
税
部
門
（
☎
�
3
1
9
4
）

 

市
・
県
民
税
の
申
告

 

所
得
税
の
確
定
申
告

　

市
・
県
民
税
の
申
告
の
受
け

付
け
・
相
談
、
所
得
税
の
確
定

申
告
の
受
け
付
け
を
、
表
①
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

※
給
与
所
得
者
な
ど
の
所
得
税

の
還
付
申
告
相
談
も
3
月
15
日

㈭
ま
で
行
い
ま
す
。

※
会
場
で
は
、
職
員
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
て
申
告
書
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
で
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://w
w
w
.nta.go.jp/

）
に
あ
る

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

と
同
様
の
シ
ス
テ
ム
で
す
の
で
、

来
場
前
に
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
自
宅
な
ど
で
確
定
申
告
書
を

作
成
し
た
人
は
、
で
き
る
限
り

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
支
所
で
も
市
・
県

民
税
の
申
告
の
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。（
表
②
参
照
）

 

国
民
健
康
保
険
料
の
申
告

　

1
月
1
日
以
降
に
市
内
に
転

入
し
た
人
や
、
平
成
18
年
中
に

収
入
が
な
か
っ
た
人
で
も
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
国
民
健
康
保
険
料
の
申

告
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
申
告
書
は
2
月
中
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

提
出
期
限　

3
月
15
日
㈭

受
け
付
け
場
所

医
療
保
険
課（
☎
�
５
５
５
１
）

二
見
総
合
支
所
生
活
環
境
課　

　
　
　
　
　

（
☎
�
１
１
１
２
）

小
俣
総
合
支
所
生
活
環
境
課　

　
　
　
　
　

（
☎
�
７
８
６
１
）

御
薗
総
合
支
所
生
活
環
境
課　

　
　
　
　
　

（
☎
�
０
２
３
５
）

表②　各支所での巡回相談（時間：午前9時～午後4時）

対象地区 ところ とき

宮本地区 宮本地区コミュニティセンター 2月20日㈫

沼木地区 沼木農村環境改善センター 2月21日㈬

神社地区 神社地区コミュニティセンター 2月22日㈭

大湊地区 大湊市民ホール 2月23日㈮

豊浜地区 豊浜地区コミュニティセンター 2月26日㈪

浜郷地区 生涯学習センターいせトピア・1階会議室1 2月27日㈫

北浜地区 
〈有滝町・東大淀町〉

北浜地区コミュニティセンター

2月28日㈬

北浜地区 
〈村松町・柏町・野村町〉

3 月 1 日 ㈭

四郷地区 伊勢農業協同組合伊勢支店（楠部町581-1） 3 月 2 日 ㈮

城田地区 城田地区コミュニティセンター 3 月 5 日 ㈪
※国民健康保険料の申告相談は行いません。

対象 ところ とき

市・県民税の申告

いせ市民活動センター北館 
（シティープラザ） 2月16日㈮～ 3月15日㈭ 

（土曜日・日曜日を除く） 
午前9時～正午 
午後1時～午後5時 
（受け付けは午後4時まで）

二見総合支所・3階第1会議室

小俣公民館・1階第1会議室

御薗公民館・2階講堂

所得税の確定申告
いせ市民活動センター北館 
（シティープラザ）

※税務署・市役所・各総合支所・各支所の窓口では、申告の受け付けは行いません。
※所得税の確定申告書の作成会場は、2月１日㈭から開設します。

表①



平成19年2月号�

申告するときに必要な物
■共通して必要な物

◦申告書
◦印鑑
◦給与所得者・年金受給者は源泉徴収票（コピー
不可）、それ以外の人は所得の計算ができる物

■社会保険料控除を受ける人

◦健康保険料などの支払い金額が分かる物
※国民年金保険料の控除を受けようとする場合

は、証明書類が必要です。

■生命保険料控除・損害保険料控除を受ける人

◦保険料控除証明書
■医療費控除を受ける人

◦支払った医療費の領収書
◦介護保険関係の支払いがあった場合は、指定
介護老人福祉施設利用料等領収書など

◦保険金などで補てんされた金額が分かる書類

■住宅借入金等特別控除を受ける人

◦家屋などの登記事項証明書または登記簿謄本・
抄本

◦請負契約書または売買契約書の写し
◦住民票の写し
◦住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書
◦増改築の場合は、増改築等工事証明書
※土地についての控除を併せて受ける人は、土

地の登記事項証明書または登記簿謄本・抄本、

土地の売買契約書の写し、住宅取得資金に係

る借入金の年末残高等証明書などが必要です。

■住宅耐震改修特別控除を受ける人

◦住宅耐震改修証明書
◦住民票の写し

あなたは申告が必要でしょうか？

START
平成19年１月１日現在、
市内に住んでいましたか？

平成18年中に何らかの収
入がありましたか？

税務署へ確定申告書を提出
しますか？

給与または公的年金のほか
に所得はありましたか？

平成19年１月１日現在、
給与または公的年金の支給
を受けていましたか？

支払い先から市役所へ給与支払報告書が提出されているときは、市・県民税
および国民健康保険料の申告は不要ですが、別に所得控除を受けるときは、市・
県民税の申告が必要です

伊勢市への申告は不要です。1月1日
現在、住んでいた市区町村で申告して
ください
※国民健康保険に加入している人は、国民
健康保険料の申告が必要です。
（4ページ「国民健康保険料の申告」参照）

市・県民税の申告は不要です
※国民健康保険に加入している人は、国民
健康保険料の申告が必要です。
（4ページ「国民健康保険料の申告」参照）

市・県民税の申告は不要です

営業・農業・不動産などの所得がある
人は申告が必要です

平成18年中に、会社を退職した人など
は、市・県民税の申告が必要です

いいえ

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

平
成
19
年
か
ら
、
あ
な
た
の
所
得
税
と
市
・
県
民
税
の
負
担
割
合
が
変
わ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、「
広
報
い
せ
」11
月
号
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.city.ise.m

ie.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
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課
税
課
市
民
税
係
（
☎
�
５
５
３
４
）

第
11
回

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め

に
申
告
を
す
る
と
、
税
金
が
減

額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
い
く
ら
か
ら
医
療
費
控
除

の
対
象
に
な
る
の
？

Ａ
．
医
療
費
の
合
計
金
額
が
10

万
円
を
超
え
た
部
分
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
金
額
の
5
％
が

10
万
円
未
満
の
場
合
は
、
そ
の

金
額
を
超
え
た
部
分
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

「
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
の
Q
&
A
」　

編

Ｑ
．
通
院
す
る
際
の
電
車
・
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
代
は
対
象
に
な

る
の
？

Ａ
．
電
車
・
バ
ス
代
は
対
象
に

な
り
ま
す
が
、タ
ク
シ
ー
代
は
、

骨
折
の
治
療
の
た
め
に
通
院
す

る
際
、
近
所
に
駅
や
バ
ス
停
が

な
い
た
め
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
場
合
や
、
急
病
の
た
め
タ
ク

シ
ー
を
使
っ
て
病
院
へ
行
っ
た

場
合
な
ど
を
除
き
、
原
則
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、電
車
代
や
バ
ス
代
は
、

領
収
書
の
代
わ
り
に
、
ノ
ー
ト

な
ど
に
利
用
日
・
場
所
・
金
額

を
記
帳
し
た
も
の
を
、
申
告
の

際
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
薬
代
は
対
象
に
な
る
の
？

Ａ
．
け
が
を
し
た
と
き
や
風
邪

を
ひ
い
た
と
き
に
購
入
し
た
薬

代
は
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
ビ

タ
ミ
ン
剤
・
栄
養
ド
リ
ン
ク
な

ど
、
予
防
や
健
康
増
進
の
た
め

に
使
用
し
た
物
の
購
入
代
金
は

対
象
外
で
す
。

Ｑ
．
予
防
接
種
も
対
象
外
な
の
？

Ａ
．
は
い
、
対
象
外
で
す
。

　

治
療
・
療
養
に
必
要
な
も
の

が
、
医
療
費
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

Ｑ
．
歯
の
矯
正
代
は
対
象
に
な

ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
聞
い
た

の
で
す
が
本
当
な
の
？

Ａ
．
子
ど
も
の
成
長
期
に
行
う

歯
列
矯
正
な
ど
は
認
め
ら
れ
ま

す
が
、
目
的
が
美
容
に
関
す
る

場
合
な
ど
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う

と
思
う
の
で
す
が
、
注
意
す
る

点
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
保
険
金
や
高
額
医
療
費
に

よ
り
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
は
、

支
払
い
金
額
か
ら
除
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
母
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
入
居
し
て
い
る
の
で
す
が
、

医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
か
？

Ａ
．
対
象
に
な
る
も
の
と
な
ら

な
い
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

　

領
収
書
の
「
医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
る
金
額
」
と
い
う
項

目
を
参
考
に
、
医
療
費
控
除
を

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
手
続
き
は
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
い
い
の
？

Ａ
．
医
療
費
控
除
に
関
す
る
事

項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

医療費控除額 
( 最高200万円 )

20万円

10万円または所得金額の 5％ 
( どちらか少ない方 )

10万円

10万円または ( 所得金額250
万円×5％＝12万5000円）

保険金などで補
てんされる金額

15万円

傷病保険

その年中に支
払った医療費

45万円

骨折・
長期療養

※給与・公的年金等の所得金額については、
　「広報いせ」9月号15 ページを参照。

計算例（所得金額250万円の人が、年間で 45万円の医療費を支払い、保険金などで 15万円が補てんされた場合）

− − ＝

　

そ
の
際
、
医
師
な
ど
が
発
行

し
た
領
収
書
な
ど
を
申
告
書
に

添
付
す
る
か
、
提
出
の
際
に
提

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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市
税
な
ど
は
納
期
内
に

　
　
　
　
　

納
め
て
く
だ
さ
い

　

税
金
は
、
都
市
基
盤
・
産
業

基
盤
・
生
活
環
境
の
整
備
、
教

育
・
福
祉
の
充
実
、
文
化
の
向

上
な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

未
納
の
人
は
、

　

納
付
ま
た
は
相
談
を

　

市
税
の
納
期
を
過
ぎ
て
も
納

付
さ
れ
な
い
人
に
は
、
文
書
・

口
頭
な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
特
別
な
事
情
も

な
く
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
税
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

人
は
、
早
急
に
納
付
す
る
か
、

納
付
方
法
を
収
税
課
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
付
書
を
な
く
し
た

場
合
は
、再
発
行
し
ま
す
の
で
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
は
便
利
な

　
　
　

口
座
振
替
で

　

市
税
や
保
険
料
な
ど
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
の
日
に
、

指
定
さ
れ
た
預
貯
金
口
座
か
ら

自
動
的
に
納
付
さ
れ
る
の
で
、

納
期
ご
と
に
納
め
に
行
く
手
間

が
省
け
、
う
っ
か
り
納
め
忘
れ

る
と
い
う
こ
と
も

な
く
な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
手
続

き
は
簡
単
で
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替

　

軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
は
、

納
税
義
務
者
ご
と
の
登
録
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
1
人
で
複
数

台
を
所
有
し
て
い
る
場
合
で
も
、

1
回
の
申
し
込
み
で
、
す
べ
て

の
車
両
の
軽
自
動
車
税
が
口
座

振
替
さ
れ
ま
す
。

　

車
両
を
指
定
し
て
口
座
振
替

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
な
ど
の
名
義
変
更

　

口
座
振
替
し
て
い
る
固
定
資

産
や
軽
自
動
車
の
名
義
を
変
更

し
た
場
合
、
次
の
課
税
年
度
か

ら
納
税
義
務
者
が
変
更
と
な
る

た
め
、
新
た
な
納
税
義
務
者
で

の
口
座
振
替
の
申
し
込
み
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
納
税
義
務
者

と
な
っ
た
人
が
、
す
で
に
そ
の

税
目
を
口
座
振
替
し
て
い
る
場

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関

百
五
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
三
重
銀

行
、
中
京
銀
行
、
第
三
銀
行
、

三
重
信
用
金
庫
、
東
海
労
働
金

庫
、
伊
勢
農
業
協
同
組
合
、
三

重
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
、
郵
便
局

合
は
、
再
度
申
し
込
む
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

口座振替できる税目など

税目など 問い合わせ先

市・県民税

収税課徴収第二係（☎�5537）固定資産税・都市計画税

軽自動車税

国民健康保険料（税）
医療保険課国民健康保険料係
（☎�5551）

介護保険料　 介護保険課介護保険料係（☎�5564）

住宅使用料
建築住宅課住宅係（☎�5596）

住宅新築資金等貸付償還金

下水道使用料

料金課下水道料金係（☎�5601）

下水道受益者負担金

下水道区域外流入協力金

農業集落排水事業使用料

農業集落排水事業分担金

水道料金 料金課上水道料金係（☎�5614）

保育料　 児童長寿課保育係（☎�5579）

老人保護措置費負担金 児童長寿課長寿係（☎�5559）

放課後児童クラブ利用料 児童長寿課児童育成係（☎�5561）

幼稚園使用料 教育総務課総務係（☎�5620）

墓地管理手数料 環境政策課生活衛生係（☎�5541）

小俣駐車場貸付料
管財契約課管財係（☎�5526）

吹上駐車場使用料

市
税
な
ど
は
納
期
内
に

　
　
　
　
　

納
め
て
く
だ
さ
い
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具
体
的
に
は
、財
産
管
理（
預

貯
金
の
管
理
や
不
動
産
の
処
分

な
ど
、
財
産
に
関
す
る
こ
と
）

や
身
上
監
護
（
介
護
や
施
設
へ

の
入
退
所
な
ど
、
生
活
に
関
す

る
こ
と
）
に
つ
い
て
、
契
約
な

ど
の
法
律
行
為
を
自
分
で
行
う

こ
と
が
困
難
な
場
合
や
、
悪
徳

商
法
な
ど
の
被
害
に
遭あ

う
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
な
ど
に
、保
護
・

支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、
法
定

後
見
制
度
と
任
意
後
見
制
度
と

が
あ
り
ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　

家
庭
裁
判
所
が
選
任
す
る
成

年
後
見
人
・
保
佐
人
・
補
助
人

が
、
本
人
を
保
護
・
支
援
す
る

も
の
で
、
後
見
制
度
・
保
佐
制

度
・
補
助
制
度
の
3
つ
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

後
見
制
度

　

成
年
後
見
人
が
選
任
さ
れ
、

本
人
の
代
理
人
に
な
る
こ
と
や
、

本
人
が
行
っ
た
行
為
（
日
用
品

の
購
入
な
ど
、
日
常
生
活
に
関

す
る
行
為
を
除
く
）
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　

判
断
能
力
が
全
く
な
い

状
態
の
人

保
佐
制
度

　

保
佐
人
が
選
任
さ
れ
、
支
援

を
行
い
ま
す
。

対
象　

判
断
能
力
が
著
し
く
不

十
分
な
状
態
の
人

補
助
制
度

　

補
助
人
が
選
任
さ
れ
、
支
援

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
必
ず
本

人
の
同
意
が
必
要
で
す
。

対
象　

判
断
能
力
が
不
十
分
な

状
態
の
人

任
意
後
見
制
度

　

本
人
の
判
断
能
力
が
衰
え
る

前
に
、
公
証
人
役
場
で
任
意
後

見
契
約
を
結
び
、
家
庭
裁
判
所

が
選
任
す
る
任
意
後
見
監
督
人

の
監
督
の
下も
と

で
、
任
意
後
見
人

（
自
ら
が
選
ん
だ
代
理
人
）に
よ

る
保
護
を
受
け
る
制
度
で
す
。

制
度
を
利
用
す
る
に
は

　

家
庭
裁
判
所
へ
申
し
立
て
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

法
定
後
見
制
度
の
場
合
は
、

後
見
・
保
佐
・
補
助
の
開
始
審

判
、任
意
後
見
制
度
の
場
合
は
、

任
意
後
見
監
督
人
の
選
任
審
判

の
申
し
立
て
を
行
い
ま
す
。

　

申
し
立
て
が
で
き
る
人
は
、

本
人
・
配
偶
者
・
4
親
等
内
の

成
年
後
見
制
度

ご
存
知
で
す
か
？

親
族
な
ど
で
す
。
身
寄
り
が
な

い
人
は
、
市
長
が
申
し
立
て
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
し
立
て
を
行
う
と
き
は
、

次
の
費
用
が
必
要
で
す
。

◦
家
庭
裁
判
所
へ
の
申
し
立
て

手
数
料

◦
任
意
後
見
制
度
の
場
合
は
、

公
正
証
書
作
成
費
用

◦
郵
便
切
手
代

◦
診
断
書
料

◦
利
用
者
の
判
断
能
力
を
確
認

す
る
た
め
の
鑑
定
料

◦
成
年
後
見
人
な
ど
へ
の
報
酬

な
ど

　

な
お
、
市
は
「
伊
勢
市
成
年

後
見
人
制
度
利
用
支
援
事
業
実

施
要
綱
」
に
よ
り
、
申
し
立
て

に
必
要
な
費
用
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
児
童
長
寿
課
・

障
害
福
祉
課
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申し立てについて
津家庭裁判所伊勢支部（☎�3135）
支援事業について
児童長寿課（☎�5559）
障害福祉課（☎�5558）
地域包括支援センター（☎�2431）

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
、

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
を
保
護
・
支
援
す
る
制
度
で
す
。
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キャンペーン期間
平成18年10月1日㈰〜3月31日㈯

みんなで盛り上げよう！！

伊勢志摩
　 キャンペーン

第６回

　キャンペーンに関する問い合わせ先

 ㈳伊勢志摩観光コンベンション機構内・
 伊勢志摩キャンペーン実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　　　　　（☎�0800）
 ※キャンペーンの詳しい情報は、ホームページ
 　（http://www.umashi-kuni.jp/）でご覧ください。

　

終
盤
に
さ
し
か
か
っ
た
伊
勢

志
摩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
玉
イ

ベ
ン
ト
の
最
後
を
飾
る
の
は「
お

ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
in
二
見
」
で

す
。

　

今
回
で
3
回
目
と
な
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
は
「
華
や

ぐ
二
見
浦
の
早
春
譜ふ

」。

　

約
５
０
０
０
体
の
ひ
な
人
形

の
ほ
か
、
餅
花
飾
り
や
菜
の
花

が
飾
ら
れ
、
二
見
浦
一
帯
は
お

ひ
な
さ
ま
一
色
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
主
な
見
ど
こ
ろ
を

紹
介
し
ま
す
。

観光政策課（☎�5565）と
き　

2
月
4
日
㈰
〜
3
月
4

日
㈰
・
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

（
賓
日
館
は
午
後
5
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

二
見
浦
旅
館
街
を
中

心
と
し
た
地
域
一
帯

ス
タ
ー
ト
は
こ
こ
か
ら
！

Ｊ
Ｒ
二
見
浦
駅
前

　

初
日
の
2
月
4
日
㈰
・
午
前

10
時
か
ら
、
小
学
生
に
よ
る
わ

ら
べ
び
な
・
歌
・
稚ち

ご児
行
列
、

大
正
琴
・
二
見
太
鼓
の
演
奏
な

ど
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
舎
内
に
も
お
ひ
な

さ
ま
が
飾
ら
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
０
０
０
体
の
お
ひ
な
さ
ま
が
圧
巻
！

二
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

Ｊ
Ｒ
二
見
浦
駅
か
ら
夫
婦
岩

表
参
道
に
入
っ
た
所
に
あ
る
二

見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

大
規
模
な
段
飾
り
に
飾
ら
れ
た

１
０
０
０
体
の
お
ひ
な
さ
ま
と

春
の
花
々
が
皆
さ
ん
を
出
迎
え

ま
す
。

※
入
場
は
無
料
で
す
。

　

ま
た
、
観
光
案
内
所
も
併
設

さ
れ
て
い
る
の
で
周
辺
の
観
光

情
報
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

歴
史
と
文
化
を
感
じ
よ
う
！

賓
日
館

　

夫
婦
岩
表
参
道
に
あ
る
店
舗

な
ど
に
飾
ら
れ
た
お
ひ
な
さ
ま

を
じ
っ
く
り
見
な
が
ら
歩
い
て

い
く
と
、
海
辺
の
美
し
い
風
景

が
見
え
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
目
の
前
に
広
が
る

二
見
浦
を
見
据
え
る
よ
う
に
建

っ
て
い
る
の
が
、
三
重
県
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
賓

日
館
」
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
年
代
物
の
ひ
な

壇
を
は
じ
め
、
本
物
の
十
二
単
ひ
と
え

の
展
示
や
華
道
展
（
2
月
4
日

㈰
〜
12
日
㉁
）
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
期
間
中
の
土
曜
日
・
日

曜
日
に
は
、
着
物
で
訪
れ
た
人

は
入
館
料
が
無
料
に
な
る
「
着

物
デ
ー
」
や
茶
席
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

お
ひ
な
さ
ま
と
と
も
に
、
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
雰

囲
気
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
館
料　

大
人
３
０
０
円
、
小
・

中
学
生
と
高
校
生
１
５
０
円（
茶

席
は
別
途
３
０
０
円
が
必
要
）

　

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

「
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
in
二
見
」

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
二

見
総
合
支
所
地
域
振
興
課
（
☎

�
１
１
１
１
）
ま
た
は
専
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.oh

inasam
am
eguri.com

/

）
へ
。

※
写
真
は
昨
年
の
様
子
で
す
。

み
ん
な
で
行
こ
う
！

「
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
in
二
見
」

小学生によるわらべびな

二見生涯学習センター

賓日館
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学校教育課（☎�5575 ）

　

市
教
育
委
員
会
は
、
よ
り
良

い
「
食
育
」
や
学
校
給
食
を
進

め
る
た
め
、
家
庭
で
の
食
事
の

在
り
方
や
学
校
給
食
に
つ
い
て

の
子
ど
も
た
ち
の
思
い
な
ど
、

｢

食｣

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
の
一
部
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

※
構
成
比
は
四
捨
五
入
に
よ
る
た
め
、
合

計
が
１
０
０
％
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

調査時期 ： 平成18年9月

対　　象 ： 市立小・中学校の児童・生徒（約1 

  万1千人）とその保護者

回 収 率 ： 92.1％

　

調
査
結
果
か
ら
、
次
の
と
お

り
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き

点
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

◦
ほ
と
ん
ど
の
児
童
・
生
徒
が
、

朝
ご
飯
を
「
毎
日
食
べ
る
」
と

回
答
し
て
い
る
も
の
の
、「
と

き
ど
き
食
べ
る
」「
食
べ
な
い
」

と
回
答
し
た
児
童
・
生
徒
が
3.5

％
〜
7.4
％
い
ま
す
。

◦
朝
ご
飯
を「
一
人
で
食
べ
る
」

と
回
答
し
た
児
童
が
11.3
％
、
生

徒
が
30.6
％
お
り
、い
わ
ゆ
る「
孤

食
」
が
見
ら
れ
ま
す
。

◦
少
数
で
す
が
、
食
事
を
サ
プ

リ
メ
ン
ト
で
済
ま
せ
た
り
、
フ

ァ
ス
ト
フ
ー
ド
を
毎
日
食
べ
る

児
童
・
生
徒
が
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を

進
め
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う

な
「
食
」
の
在
り
方
を
見
直
し
、

社
会
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き

起
こ
す
食
品
の
種
類
や
、
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
子
ど
も

た
ち
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
ア

レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

「
食
育
」
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
児
童
・
生
徒
だ
け
で
な

く
、
家
族
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
が
必
要
で
す
。

　

最
近
、
生
活
習
慣
病
発
症
の

低
年
齢
化
、
体
力
の
低
下
な
ど

が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
の
多
様
化
や
食
習
慣
の

変
化
が
主
な
原
因
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
深
刻
な
状

況
に
な
る
前
に
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
回

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
資
料

と
し
、
今
後
の
「
食
育
」
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
同
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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（No.13）
人
権
を
侵
害
し
な
い
た
め
に

情
報
の
正
し
い
選
び
方

〜
伊
勢
市
人
権
講
演
会
か
ら
〜

　

昨
年
の
12
月
10
日
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
で
、

テ
レ
ビ
解
説
委
員
・
辛し
ん
ぼ
う坊
治
郎

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、

伊
勢
市
人
権
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

人
権
講
演
会
は
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
が
、
人
権
に
つ
い
て

の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め

の
一
つ
の
機
会
と
し
て
、
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
講
演
内
容
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

　

情
報
を
扱
う
現
場
で
仕
事
を

し
て
い
る
辛
坊
さ
ん
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
「
情
報
は
恐
ろ

し
い
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る

そ
う
で
す
。

　

人
は
、
そ
の
と
き
そ
の
と
き

に
判
断
を
下
し
ま
す
。
小
さ
な

判
断
の
積
み
重
ね
で
、
今
の
自

分
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
判
断
を
誤
る
と
、

人
権
侵
害
に
結
び
つ
く
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
誤
っ
た
判

断
を
す
る
と
、
自
分
が
責
任
を

取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

基
本
的
人
権
は
、「
自
由
」
と

「
平
等
」
と
い
う
二
つ
の
柱
で

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
何
の
理

由
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
権
利
が

侵
害
さ
れ
る
世
の
中
で
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
は
、
情
報
を
伝
え
る
こ
と

は
上
手
で
す
が
、
情
報
を
受
け

取
る
こ
と
は
苦
手
で
す
。
話
す

こ
と
は
経
験
に
よ
っ
て
習
得
で

き
ま
す
が
、
情
報
を
受
け
取
る

こ
と
は
な
か
な
か
訓
練
で
き
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
情
報
を
出
せ
ば
分
か

っ
て
も
ら
え
る
も
の
だ
と
思
い

込
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
分

か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
も

の
す
ご
い
作
業
を
し
て
も
ら
う

の
だ
と
い
う
気
持
ち
で
話
す
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、「
1
年
間
の
交
通

事
故
に
よ
る
死
者
と
、
宝
く
じ

1
億
円
の
当
選
者
が
、
ど
ち
ら

も
約
７
０
０
０
人
で
あ
る
」
と

い
う
情
報
か
ら
、「
交
通
事
故

は
人
ご
と
で
自
分
に
は
関
係
な

い
が
、
1
億
円
が
当
た
る
の
は

自
分
か
も
し
れ
な
い
」
と
ま
っ

た
く
違
っ
た
判
断
を
下
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

何
の
根
拠
も
な
く
信
じ
切
っ

て
い
る
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

判
断
の
局
面
に
立
っ
た
と
き
、

情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る
ほ
ど
、

何
が
真
実
で
あ
る
か
が
見
え
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

真
実
を
見
極
め
る
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人権政策課

（☎�5546）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

        

取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

福
祉
総
務
課
内
・
伊
勢
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

（
☎
�
５
５
５
７
）

 

自
ら
の
命
は
自
ら
で
守
る
！

ま
ず
は
自
己
点
検（
自
ら
の
安
全

確
保
の
点
検
）を
し
ま
し
ょ
う

点
検
項
目

◦
最
低
限
の
家
庭
内
備
蓄
（
食

料
・
水
な
ど
）

◦
非
常
用
持
ち
出
し
品
の
用
意

（
非
常
食
・
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
）

◦
わ
が
家
の
安
全
点
検
（
家
具

の
転
倒
防
止
な
ど
）

◦
わ
が
家
の
安
全
メ
モ
（
家
族
・

知
人
の
連
絡
先
な
ど
）

 

自
ら
の
力
で
自
ら
の

 

命
を
守
れ
な
い
人
の
た
め
に

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
援
助

を
必
要
と
し
て
い
る
人
を
助
け

る
た
め
に
、普
段
か
ら
現
状（
個

人
情
報
）の
把
握
に
努
め
ま
す

◦
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

守
秘
義
務
が
あ
る
た
め
、
情
報

を
口
外
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
（
個
人
情
報
保
護
法
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
）

◦
情
報
収
集
の
目
的
を
明
確
に

し
、
必
要
最
小
限
の
情
報
収
集

に
配
慮
し
ま
す

◦
情
報
収
集
活
動
は
、
地
域
住

民
と
の
信
頼
関
係
の
上
に
成
り

立
つ
活
動
で
す

◦
生
命
・
身
体
・
財
産
に
関
わ

る
事
態
で
、
緊
急
を
要
し
、
本

人
確
認
が
取
れ
な
い
場
合
、
個

人
情
報
を
第
3
者
に
提
供
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

民
生
委
員
制
度
創
設
90
周
年
記
念
事
業　

全
国
一
斉
活
動

『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
発　

災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
』

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

        

取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

お詫びと訂正

「広報いせ」1月号の16ペー
ジ「人権シリーズ」に掲載し

ました、ポスター秀作紹介の

名前の表記で、中島小2年竹
内荘真さんと、小俣小3年鈴
木沙織さんの名前が入れ替わ

る誤りがありました。お詫び

して訂正します。



平成19年2月号1�

資
源
循
環
課
（
☎
�
５
５
４
３
）

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　

不
法
投
棄
は
、
わ
た
し
た
ち

の
住
環
境
や
美
観
を
損
ね
る
だ

け
で
な
く
、
環
境
汚
染
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

で
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

違
反
者
に
は
、
5
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
1
0
0
0
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

〜
不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
た
め
に
〜

自
分
の
土
地
は
自
分
で
守
る
！

　

不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
た
め

に
は
、自
己
防
衛
が
必
要
で
す
。

　

自
分
の
土
地
に
不
法
投
棄
を

さ
れ
、
投
棄
者
が
不
明
な
場
合

な
ど
は
、
自
己
責
任
で
処
理
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

捨
て
ら
れ
る
前
に
、
で
き
る

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
…

◦
草
が
茂
っ
て
い
る
土
地
↓
草

を
刈
り
、
片
付
け
る

◦
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
土

地
↓
早
め
に
片
付
け
る
・
看
板

を
設
置
す
る

◦
人
通
り
の
少
な
い
道
路
沿
い

の
土
地
↓
ロ
ー
プ
や
フ
ェ
ン
ス

を
設
置
し
て
、
侵
入
を
防
ぐな

ど

　

こ
の
ほ
か
、
定
期
的
に
見
回

り
な
ど
を
行
い
、
土
地
の
状
況

を
常
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

ご
み
の
減
量
（
発
生
抑
制
）
に

協
力
を
！

　

伊
勢
広
域
環
境
組
合
（
清
掃

工
場
）
へ
持
ち
込
ま
れ
る
「
燃

え
る
ご
み
」
の
量
は
、
昨
年
度

と
比
較
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
出
す
前
に
も
う
1
度
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
物
が

混
入
し
て
い
な
い
か
、
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
量
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
生
ご
み
の
水
切
り
を
徹
底

す
る
、
過
剰
包
装
を
断
る
、
す

ぐ
に
ご
み
に
な
る
も
の
を
家
庭

に
持
ち
込
ま
な
い
な
ど
、
身
近

に
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
実
践
し
、
ご
み
の
減
量

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不法投棄された様子

 

地
域
全
体
で
取
り
組
み
、

 

助
け
合
え
る
人
間
関
係
を

虐
待
と
は

◦
身
体
的
虐
待
…
身
体
的
外
傷

が
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
暴
力
行

為◦
ネ
グ
レ
ク
ト
…
長
時
間
放
置

す
る
な
ど
、
世
話
の
放
棄

◦
経
済
的
虐
待
…
本
人
の
金
銭

を
無
断
で
使
用
し
た
り
、
本
人

に
使
用
さ
せ
な
い
行
為

◦
性
的
虐
待
…
性
的
な
嫌
が
ら

せ◦
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る

暴
力
な
ど
、
精
神
的
な
苦
痛
を

与
え
る
行
為

※
虐
待
に
気
付
い
た
人
は
、
市

へ
の
通
報
を
努
力
義
務
と
し
、

特
に
生
命
や
身
体
に
危
険
が
あ

る
場
合
は
、
通
報
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

虐
待
防
止
活
動

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

子
育
て
・
福
祉
に
関
す
る
相
談

相
手
で
す
。

　

例
え
ば
、
し
つ
け
の
悩
み
・

子
育
て
不
安
・
妊
娠
中
の
心
配

事
・
親
子
関
係
・
非
行
・
い
じ

め
・
不
登
校
・
仲
間
づ
く
り
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ

ま
す
。

 

民
生
委
員
は
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す

※
児
童
に
関
す
る
相
談
の
専
門

の
相
談
役
と
し
て
、
主
任
児
童

委
員
が
い
ま
す
。

清
掃
工
場
に
搬
入
さ
れ
た
燃
え
る
ご
み
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ヘルスメイト料理講習会（時間：午前9時30分～午後1時）

とき ところ

2月13日㈫ 小俣保健センター

2月17日㈯ 福祉健康センター

2月22日㈭ 二見老人福祉センター

2月23日㈮ ハートプラザみその

2月28日㈬ 福祉健康センター

麻しん・風しんの予防接種
予防接種名 対象年齢 対　象　者

第1期

ＭＲ（麻しん・風しん混合）

1歳～2歳未満

麻しん・風しんの単抗原ワクチンを 
いずれも未接種で、未罹

り

患
かん

の子ども

麻しん
風しん単抗原ワクチンを接種済み、 
または風しんの罹患が明らかな子ども

風しん
麻しん単抗原ワクチンを接種済み、 
または麻しんの罹患が明らかな子ども

第2期
ＭＲ（麻しん・風しん混合）5歳～7歳未満で 

小学校就学前の 
1年間

麻しん・風しんの単抗原ワクチンを 
接種済み、または未接種の子ども

麻しん（※） 風しんの罹患が明らかな子ども
風しん（※） 麻しんの罹患が明らかな子ども

※該当する人は、健康課へ問い合わせてください。

健
康
課 

（
☎
�
２
４
３
５
、
FAX
�
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー 

（
☎
�
７
８
７
０
、
FAX
�
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課 

（
☎
�
１
１
１
３
、
FAX
�
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課 

（
☎
�
０
２
３
５
、
FAX
�
２
４
０
４
）

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

離
乳
食
教
室

と
き　

2
月
15
日
㈭
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
6
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

内
容　

離
乳
食
の
お
話
と
試
食

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

2
月
1
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で

健
康
課
へ

乳
が
ん
検
診

と
き　

2
月
26
日
㈪
、
①
午
前

10
時
〜
11
時
・
②
午
後
1
時
〜

2
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

検
診
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員　

①
45
人
、
②
50
人
（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

料
金　

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

申
し
込
み　

2
月
1
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

※
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能

性
が
あ
る
人
は
、
受
診
を
避
け

て
く
だ
さ
い
。

子
宮
が
ん
検
診

と
き　

2
月
26
日
㈪
、
午
後
1

時
〜
2
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

検
診
内
容　

医
師
に
よ
る
頸
部

検
診

定
員　

70
人
（
先
着
順
）

料
金　

８
０
０
円（
当
日
持
参
、

70
歳
以
上
は
無
料
）

申
し
込
み　

2
月
1
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

と
き　

3
月
10
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
初
妊
婦
と
夫

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
子

育
て
・
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

の
た
め
の
諸
制
度
の
お
話
、
沐も
く

浴よ
く

実
習
、
お
父
さ
ん
の
た
め
の

妊
婦
模
擬
体
験
な
ど

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

2
月
1
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防

接
種
は
済
み
ま
し
た
か

　

左
表
の
対
象
者
は
、
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

介
護
食

定
員   

各
30
人(

先
着
順)

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物  

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

2
月
1
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ
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〈問い合わせは、各会場（中央保健センターは健康課、二見老人福祉センターは二見総合支所福祉健康課、ハートプラザみそのは御薗総合支所福祉健康課）へ〉

内　　容 と　　き ところ 対象

子育て相談

2 月 6 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

二見老人福祉センター

市内在住の人

13：30 ～ 15：00

2 月 13 日 ㈫ 9：00 ～ 11：00 中央保健センター

2 月 20 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

ハートプラザみその
13：30 ～ 15：00

2 月 27 日 ㈫ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

2 月 28 日 ㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

成人健康相談

2 月 1 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

市内在住の人
2 月 7 日 ㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

2 月 13 日 ㈫ 13：30 ～ 14：30 ハートプラザみその

2 月 15 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

成人栄養相談（要予約） 2 月 1 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター 市内在住の人

■そのほか〈問い合わせは、伊勢保健福祉事務所（☎�5148 ）へ〉

内　　容 と　　き ところ

ＨＩＶ検査（エイズ検査）
毎週火曜日（8：45～ 11：00） 
第2火曜日（2月13日、17：30～ 19：00） 伊勢保健福祉事務所

こころの健康相談（要予約） 第4木曜日（2月22日、13：00～ 15：00）

■各会場で行うもの

診療日 診療時間 診療科目 当番医師

月曜日～土曜日
夜間 

19：30～ 22：00
内　科 
小児科

内 科 医 師

日曜日・祝日

昼間 
10：00～ 12：00 
13：00～ 17：00

内　科 
小児科

内 科 医 師  
小児科医師

歯　科 歯 科 医 師

夜間 
19：30～ 22：00

内　科 
小児科

内 科 医 師  
小児科医師

問い合わせ：内科・小児科（☎�8795 ）、歯科（☎�0829 ）

2月の主な相談など

　

こ
の
診
療
所
で
は
、
地
域
の

医
師
な
ど
が
連
携
し
、
交
代
で

出
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
診
療

体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
左
表
の
時
間
以
外
に

診
療
を
受
け
た
い
人
や
重
症
の

人
は
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
（
☎
�
１
１
９
９
、
24
時
間

受
け
付
け
）
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所

（
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

休日・夜間応急診療所

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う

　

寒
い
季
節
で
す
が
、
運
動
不

足
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、「
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
を
実
践
し
、
肥
満

や
風
邪
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

冬
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
注
意
点

◦
吸
湿
性
・
放
湿
性
・
速
乾
性

に
優
れ
た
下
着
を
選
び
、
服
を

何
枚
か
着
て
脱
げ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、マ
フ
ラ
ー
・

帽
子
・
手
袋
な
ど
の
小
物
類
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◦
徐
々
に
体
を
寒
さ
に
慣
ら
し
、

十
分
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

を
行
い
、
体
を
温
め
ま
し
ょ
う
。

◦
冬
場
で
も
小
ま
め
に
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
は
、
汗
を

ふ
き
、
着
替
え
る
か
、
体
が
冷

え
切
る
前
に
厚
着
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
や
外
か
ら

帰
っ
た
ら
、
手
洗
い
・
う
が
い

を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

◦
体
の
調
子
が
優
れ
な
い
と
き

は
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
止
し
、

無
理
を
せ
ず
に
休
み
ま
し
ょ
う
。
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　 図書館だより

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土

2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

26 27 28

■おはなし会
● 赤ちゃんおはなし会 2月8日㈭、 午前11時～
● たんぽぽおはなし会 2月10日㈯、 午後3時～
● ピッポの会・紙芝居 2月18日㈰、 午前10時30分～
● 図書館おはなし会 2月24日㈯、 午後3時～
※いずれも場所は、1階・おはなしのへやです。

■上映会
と　き 2月17日㈯、午後2時～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「どんぐりの家」
 （第1回文化庁メディア芸術祭優秀賞）

■パソコン教室
　ワード・エクセルの基礎・応用コースを開講してい
ます。
　開講日や申し込み方法については、同館へ問い合わ
せてください。

■ギャラリー展示
●詩歌教室展
と　き 2月7日㈬～12日㉁、午前9時～午後7時（初

日は午後1時から、最終日は午後3時まで）
●彫美会伊勢型紙展
と　き 2月15日㈭～19日㈪、午前9時～午後7時（最

終日は正午まで）
●折り紙サークル「おひなさま」展
と　き 2月21日㈬～26日㈪、午前9時～午後7時（初

日は午後1時から、最終日は午後3時まで）
※いずれも場所は 2階です。

■新刊案内
＜一般書＞
● 今日から歩く！ いいこといっぱいウォーキングの
すすめ

● 死んではいけない　経営者の自殺防止最前線
● 知識ゼロからの俳句入門
● 犬は神様

＜児童書＞
● 37億光年のヒトミ　地球外知的生命の謎を追う
● 空はつながっている
● いぬかって！
● つきのわこぐま

■おはなし会
と　き 毎週土曜日、午後2時30分～
ところ 1階・児童書コーナー

■ビデオの日
と　き 2月11日㈷、午後1時30分～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「植村直己物語」

■本が泣いています～汚損・破損した本の展示～
と　き 2月2日㈮～20日㈫
ところ 2階・展示ホール
内　容 汚れたり破れたりした本を展示します

■大人のための調べ学習講座
と　き 2月10日㈯・17㈯・24㈯、午後1時30分～

3時30分（計3回）
ところ 2階・小会議室
対　象 すべての講座に参加できる人
内　容 興味のあることをテーマに、図書館を活用し

て調べものをし、まとめて作品に仕上げます
定　員 6人（先着順）
申し込み　2月1日㈭から、直接・電話・ファクスの

　いずれかで同館へ

■新刊案内
＜一般書＞
● 養老院より大学院　学び直しのススメ
● 建築探偵桜井京介　館を行く
● 見てわかる！クルマ洗車＆磨き完全ガイド
● 手縫いのきほんおさらい帖　縫いたいときにすぐ役
に立つ  

● シニアのためのおいしい電子レンジ料理　Maro マ
マのイラストクッキング  
＜児童書＞
● にっぽん探検大図鑑
● 犯罪から身を守る絵事典　こんなときどうする？
● 百まいのドレス
● よーするに医学えほん＜おなか編＞
● ポポおばさんとことりたち

（2月） （2月）

■利用案内
開館時間 火曜日～金曜日…午前9時～午後7時
 土曜日・日曜日・祝日…午前9時～午後5時

■利用案内
開館時間　午前9時～午後7時

伊勢図書館　☎21-0077　FAX21-0078 小俣図書館　☎29-3900　FAX29-3902

●…休館日　■…おはなし会　▲…午後７時まで開館　★…ビデオの日 ●…休館日　■…おはなし会　★…上映会

25

1
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市
営
住
宅
・

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

建
築
住
宅
課

（
☎
�
5
5
9
6
・
�
5
5
9
7
）

　

現
在
空
家
と
な
っ
て
い
る
市
営
住
宅
・

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
住
宅　

下
表
の
と
お
り

申
し
込
み
資
格　

次
の
項
目
を
す
べ
て

満
た
す
こ
と

市
営
住
宅

◦
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
り
、

住
宅
に
困
っ
て
い
る

◦
夫
婦
（
婚
約
者
を
含
む
）
ま
た
は
親

子
を
主
体
と
し
、
同
居
予
定
家
族
が
あ

る
（
高
齢
者
・
心
身
障
害
者
な
ど
政
令

で
定
め
る
人
を
除
く
）

◦
市
区
町
村
税
完
納
者
で
あ
る

◦
収
入
基
準
月
額
が
20
万
円
以
下
（
高

齢
者
世
帯
・
心
身
障
害
者
世
帯
は
26
万

８
０
０
０
円
以
下
）
で
あ
る

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

◦
夫
婦
（
婚
約
者
を
含
む
）
ま
た
は
親

子
を
主
体
と
し
、
同
居
予
定
家
族
が
あ

る
（
高
齢
者
・
心
身
障
害
者
な
ど
政
令

で
定
め
る
人
を
除
く
）

◦
市
区
町
村
税
完
納
者
で
あ
る

◦
収
入
基
準
月
額
が
20
万
円
〜
60
万
１

０
０
０
円
で
あ
る

申
し
込
み　

2
月
5
日
㈪
〜
15
日
㈭
に
、

所
定
の
入
居
申
し
込
み
用
紙
（
2
月
1

日
㈭
か
ら
同
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
次
の
書
類
を
添
え
て
、
同

課
へ

◦
平
成
17
年
分
所
得
証
明
書
（
市
区
町

村
発
行
の
も
の
）

◦
入
居
世
帯
員
全
員
の
住
民
票
の
写
し

（
本
籍
・
続
柄
記
載
の
も
の
）

◦
市
区
町
村
税
完
納
証
明
書

◦
そ
の
ほ
か
市
が
必
要
と
す
る
書
類

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※
契
約
の
際
に
、
連
帯
保
証
人
が
2
人

必
要
で
す
。

市営住宅 　　　　　【家賃月額は、所得などにより異なりますので、同課へ問い合わせてください】

団地名（所在地） 構造　 部屋数 建設年度 浴槽 給湯 トイレ 駐車場 空家数

中　村 （中村町桜が丘） 中耐４
3DK（1階）

S47 無 無 水洗 団地で管理
1

3DK（4階） 1

大　湊 （大湊町） 中耐３
3DK（1階）

S48 無 無 水洗 団地で管理
1

3DK（3階） 1

西豊浜 （西豊浜町）
中耐３

3DK（3階） S52

無 無 水洗 団地で管理

1

3DK（1階） S51 1

簡　２ 2DK S54 3

粟　野 （粟野町） 簡　平 2K
S44

無 無 くみ取り 無
1

S46 1

特定公共賃貸住宅（中堅所得者層の居住の用に供するため、地方公共団体が供給する優良な賃貸住宅） 【家賃月額：63,000円】

団地名 （所在地） 構造　 部屋数 建設年度 浴槽 給湯 トイレ 駐車場 空家数

旭 （旭町） 中耐3 3DK H11 有 有 水洗 有料（１台） 4

※1　簡平…簡易耐火平屋建、簡2…簡易耐火2階建、中耐3…中層耐火3階建、中耐4…中層耐火4階建
※2　いずれの建物も、耐震性が確認されています。

（※1）

（※1）
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市
営
吹
上
駐
車
場
の

利
用
者
を
募
集

管
財
契
約
課
（
☎
�
5
5
2
6
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
個
人

利
用
車
両　

軽
自
動
車
、小
型
自
動
車
、

普
通
自
動
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

利
用
台
数　

54
台
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

利
用
期
間　

4
月
1
日
㈰
〜
平
成
20
年

3
月
31
日
㈪
（
年
度
ご
と
に
申
し
込
み

が
必
要
）

利
用
料
金　

1
カ
月
に
つ
き
８
２
４
０
円

申
し
込
み　

2
月
13
日
㈫
〜
19
日
㈪
に
、

次
の
書
類
を
添
え
て
同
課
へ

提
出
書
類　

車
検
証
の
写
し
、
免
許
証

や
健
康
保
険
証
な
ど
住
所
が
確
認
で
き

る
も
の（
市
内
在
住
の
人
の
み
）、
勤
務
先

の
在
職
証
明
書（
市
外
在
住
の
人
の
み
）

市営吹上駐車場位置図

初
心
者
対
象

韓
国
語
講
座
の
受
講
者
を
募
集

市
民
参
画
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局
（
☎
�
5
5
4
9
）

と
き　

2
月
20
日
㈫
〜
3
月
16
日
㈮
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日（
計
8
回
）、

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
・
4
階
4

－

3
会
議
室

講
師 

金キ
ム
ヒ
ー
ス
ク

喜
淑
さ
ん

定
員 
30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

協
会
会
員
２
０
０
０
円
、
非

会
員
３
０
０
０
円
（
2
月
20
日
㈫
に
持

参
）

申
し
込
み　

2
月
1
日
㈭
・
午
前
9
時

か
ら
、
電
話
で
同
事
務
局
へ

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

伊
勢
の
歴
史
と
お
か
げ
参
り

施
設
見
学
会

秘
書
広
報
課
（
☎
�
5
5
1
5
）

と
き　

2
月
28
日
㈬
・
3
月
7
日
㈬
、

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所　

市
役
所
本
館
・
1
階
市
民

ホ
ー
ル
（
午
前
8
時
50
分
集
合
）

見
学
コ
ー
ス　

二
見
町
内
の
文
化
財

（
名
勝
・
二
見
浦
、
明
星
寺
、
賓
日
館
、

御
塩
殿
神
社
な
ど
）

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
し
込
み　

2
月
1
日
㈭
〜
9
日
㈮
に

電
話
で
同
課
へ

※
同
時
に
2
人
ま
で
申
し
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
申
し
込
む
際
に
、
希
望
日
、
申
し
込

み
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

伊
勢
市
社
会
福
祉
大
会

福
祉
総
務
課
（
☎
�
5
5
5
7
）

と
き　

2
月
11
日
㈷
、
午
後
1
時
20
分
〜

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
多

目
的
ホ
ー
ル

内
容　

◦
社
会
福
祉
の
向
上
に
努
め
た
個
人
・

団
体
の
顕
彰

◦
講
演
「
あ
っ
た
か
地
域
の
大
家
族
・

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
13
年
」
惣そ
う
ま
ん万

佳
代
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
こ
の
ゆ
び
と
ー
ま
れ
」理
事
長
）

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

環
境
政
策
課
（
☎
�
5
5
4
2
）

と
き　

①
2
月
16
日
㈮
・
②
３
月
１
日

㈭
、
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

と
こ
ろ　

①
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・
1

階
調
理
実
習
室
、
②
小
俣
保
健
セ
ン
タ

ー
・
2
階
調
理
実
習
室

内
容　

食
べ
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切

に
す
る
・
水
を
汚
さ
な
い
・
ご
み
を
減

ら
す
な
ど
、
地
球
や
家
計
に
や
さ
し
い

残
り
物
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理
を
作

り
ま
す

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
し
込
み　

２
月
１
日
㈭
か
ら
、
電
話

で
同
課
へ

賓
日
館

御
塩
殿
神
社
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平
家
の
里
ふ
れ
あ
い
事
業

炭
焼
き
体
験

観
光
政
策
課
内
・
平
家
の
里
ふ
れ
あ
い
事
業
推

進
実
行
委
員
会
（
☎
�
5
5
6
6
）

と
き　

2
月
17
日
㈯
、
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ　

農
林
漁
業
体
験
実
習
館
（
矢

持
町
）

内
容　

炭
焼
き
体
験
、
釜
飯
・
し
し
鍋

料
理
の
振
る
舞
い

※
炭
２
㎏
と
木も
く
さ
く搾
液
2
ℓ
を
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
５
０
０
円
（
当
日
持
参
）

申
し
込
み　

2
月
1
日
㈭
〜
15
日
㈭
に
、

電
話
で
同
委
員
会
へ

ベ
ン
チ
ャ
ー
セ
ミ
ナ
ー
in
伊
勢

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室（
☎
�
1
1
6
0
）

　

伊
勢
を
中
心
と
し
た
地
域
で
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
・
育
成
の
気
運
を

高
め
る
た
め
、
次
の
と
お
り
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

2
月
7
日
㈬
、
午
後
2
時
〜
4
時

20
分

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所
・
中
ホ
ー
ル

対
象　

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
関
係
者
、
社

内
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
目
指
す
経
営
者
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
起
業
に
関
心
が
あ
る
人
な
ど

内
容　

講
演
①
「
素
人
集
団
奮
闘
記
〜
地
方
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
挑
戦
〜
」川
邊
浩
さ
ん（
㈱

ア
イ
ズ
代
表
取
締
役
）

講
演
②
「
や
さ
し
い
産
学
官
連
携
術
〜

大
学
活
用
の
す
す
め
〜
」
松
井
純
さ
ん

（
三
重
大
学
創
造
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

2
月
5
日
㈪
ま
で
に
、
必

要
事
項
（
住
所
・
氏
名
・
会
社
名[

ま

た
は
学
校
名
な
ど]

・
連
絡
先
）
を
記

入
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
同
準
備
室
（
〒
515
ー
0506
植
山
町
２

４
５
番
地
１[

伊
勢
広
域
環
境
組
合
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内]

、
FAX
�
０
１
５

０
、
ア
ド
レ
スsangyo-c@

city.ise.

m
ie.jp

）
へ

就
学
前
乳
幼
児
医
療
費
の
申
請

医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係（
☎
�
5
5
5
2
）

　

4
歳
児
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の

子
ど
も
の
入
院
に
か
か
る
医
療
費
（
平

成
18
年
9
月
診
療
分
か
ら
）
は
、
乳
幼

児
医
療
費
の
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
確
認
の
結
果
、
所
得

制
限
限
度
額
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、

助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法　

次
の
物
を
持
参
し
、同
係
・

各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
・
各
支
所
へ

◦
領
収
書

◦
印
鑑

◦
健
康
保
険
証

◦
預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除
く
）

◦
平
成
17
年
分
所
得
証
明
書
（
平
成
18

年
1
月
2
日
以
降
転
入
者
の
み
）

介
護
保
険
料
の
年
金
天
引
き

介
護
保
険
課（
☎
�
5
5
6
4
）

◆
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
る
人
へ

　

平
成
18
年
中
に
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
介
護
保
険
料

は
、
平
成
19
年
の
所
得
税
確
定
申
告
や

市
町
村
民
税
申
告
の
際
に
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

天
引
き
さ
れ
た
金
額（
控
除
対
象
額
）

は
、
年
金
振
込
通
知
書
ま
た
は
同
課
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
４
月
か
ら
年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）

が
始
ま
る
人
へ

　

4
月
か
ら
介
護
保
険
料
の
年
金
天
引

き
が
始
ま
る
人
へ
、
天
引
き
の
開
始
と

天
引
き
す
る
金
額
を
2
月
中
旬
に
通
知

し
ま
す
。

郵
便
投
票
の
手
続
き
は

お
早
め
に

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
�
5
6
3
5
）

　

選
挙
の
際
、
身
体
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
た
め
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
困

難
な
人
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

郵
便
投
票
が
で
き
る
の
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
て
一
定
の
条
件

を
満
た
す
人
、
ま
た
は
、
介
護
保
険
制

度
で
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護
5
」

の
人
な
ど
で
、
自
分
で
文
字
が
書
け
る

人
で
す
。

　

た
だ
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
1
級

が
記
さ
れ
て
い
て
、
文
字
が
書
け
な
い

と
認
め
ら
れ
る
人
な
ど
は
、
申
請
に
よ

り
代
理
記
載
に
よ
る
郵
便
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
投
票
を
行
う
に
は
手
続
き
が
必

要
で
す
。
手
続
き
は
代
理
人
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

は
、早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

4月8日㈰は
知事選挙・県議会議
員選挙の投票日です

三重県の選挙啓発キャラクター・いっぴょん



平成19年2月号 �0

標準小作料 （単位：10 アール）

農地の区分 小作料の標準額 備考

田の部 13,000円 水利および肥培管理が便利な所 
収穫高510kg 程度の所

畑の部 8,000円 肥培管理が便利な所

※特殊田畑は標準額を定めない。　　　　　　　　　　　　 　（平成18年12月13日から適用）

参考小作料 （単位：10 アール）

作物名 小作料の標準額 備考

いちご 24,000円 いちごを作付けする農地

（平成18年12月13日から適用）

業　種 日額 時間額

紡績業 － 711円
ガラス・同製品製造業 － 744円

銑
せんてつ

鉄鋳物、可
か

鍛
たん

鋳
ちゅう

鉄
てつ

、鋳鉄管製造業 5,907円 739円
電線・ケーブル製造業 － 763円
洋食器・刃物・手道具・金物類製造業 － 763円
一般機械器具製造業（一部業種を除く） － 762円
電気機械器具、情報通信機械器具、 
電子部品・デバイス製造業（一部業種を除く） － 747円

輸送用機械器具製造業（一部業種を除く） － 785円

三重県最低賃金　　1時間につき 675円
※ただし次の業種には、産業別最低賃金が適用されます。

農
地
の
標
準
小
作
料
を
設
定

農
業
委
員
会
（
☎
�
5
6
3
8
）

　

市
農
業
委
員
会
で
は
、
左
表
の
と
お

り
標
準
小
作
料
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

小
作
料
の
標
準
額
は
、
あ
く
ま
で
目

安
で
す
。
新
た
に
小
作
料
を
決
め
る
場

合
や
、
現
在
の
小
作
料
を
変
更
す
る
場

合
は
、
農
地
の
貸
し
手
と
借
り
手
と
で

十
分
話
し
合
っ
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

最
低
賃
金
額
の
確
認
を

三
重
労
働
局
賃
金
室
（
☎
津
0
5
9
・
2
2
6
・

2
1
0
8
）

伊
勢
労
働
基
準
監
督
署
（
☎
�
2
1
6
4
）

　

最
低
賃
金
に
は
、
産
業
や
職
種
に
関

係
な
く
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

（
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
を
含
む
）に
適

用
さ
れ
る
「
三
重
県
最
低
賃
金
」
と
、

特
定
の
産
業
に
適
用
さ
れ
る
「
産
業

別
最
低
賃
金
」
と
が
あ
り
ま
す
。

　

最
低
賃
金
額
を
下
回
る
こ
と
の
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
・
小
型
特
殊

自
動
車
な
ど
の
変
更
手
続
き
は

３
月
末
ま
で
に

課
税
課
軽
自
動
車
税
担
当
（
☎
�
5
5
3
1
）

　

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
・
小
型
特
殊
自
動

車
な
ど
に
課
税
さ
れ
る
軽
自
動
車
税
は
、

4
月
1
日
現
在
で
登
録
し
て
い
る
人
に
、

年
額
で
か
か
り
ま
す
。（
月
割
り
は
あ
り

ま
せ
ん
）

　

左
表
に
該
当
す
る
場
合
は
、
3
月
末

ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
忘
れ
る
と
、「
所
有
し
て

い
な
い
の
に
税
金
が
か
か
っ
た
」
な
ど

の
問
題
が
生
じ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
車
種
に
よ
っ
て
登
録
変
更
・

抹
消
の
手
続
き
先
が
異
な
り
ま
す
。（
下

表
参
照
）

■
小
型
特
殊
自
動
車
の
届
け
出
も

　

お
忘
れ
な
く

  

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
を

買
い
替
え
た
場
合
も
、
登
録
変
更
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

廃　 車
◦廃棄処分が済んでいる 
◦盗難に遭

あ

い、所有していない

名義変更
◦他人に譲った、または他人か
　ら譲ってもらった

住所変更
◦伊勢市に転入、または伊勢市
　から転出した

登録変更・抹消の手続きが必要な場合

車　　種 手続き先

◦125cc までのバイク 
◦小型特殊自動車（トラクタ 
　ー・フォークリフトなど）

課税課軽自動車税担当（☎�5531） 
二見総合支所税務課（☎�1145） 
小俣総合支所税務課（☎�7860） 
御薗総合支所税務課（☎�0235）

◦126cc ～ 250cc のバイク 軽自動車協会（☎津059-234-8611）

◦三輪・四輪の軽自動車 軽自動車検査協会
（☎津059-234-8431）

◦251cc 以上のバイク 三重運輸支局（☎050-5540-2055）

車種別の手続き先
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伊勢市テレビ広報

「みて・きいて伊勢」

環境政策課（☎�5542 ）

洗濯・風呂 洗剤を使うときは、正しく分量を量り、使い
過ぎないようにしましょう。風呂の残り湯は、
洗濯・掃除・庭のまき水に使いましょう。

■家庭でできる生活排水対策

■勢田川水質調査結果

 アナログ 8 チャンネル・デジタル 701チャンネル 

■ニュース　※毎日午後7時更新
■リポート（企画番組） ※毎週日曜日午後7時以降更新
■ミニコーナー（情報番組） 　※随時更新
※アナログ 8チャンネル・デジタル 701 チャンネルでは、午前6時
～翌日午前2時の毎時0分から、繰り返し放送を行っています。
　また日曜日は、その週に放送されたニュース・リポートをまとめ
て放送します。

※放送時間や内容が変更することがあります。ご了承ください。

秘書広報課（☎�5515 ）

コミュニティチャンネル

 アナログ 10 チャンネル 

■特集（2月）
● ガラス類・陶磁器類の

  分別回収を開始

■お知らせ

1 ／ 29～2 ／ 4
● おひなさまめぐり

2 ／ 5～11
● このごみ、何ごみ？

2 ／ 12～18
● 市・県民税の申告受付

2 ／ 19～25
● 市・県民税の申告受付

2 ／ 26～3 ／ 4
● 介護予防講演会

■市民活動ニュース「おいないパルティ」　

※アナログ10チャンネルでは、午前6時・9時、正午、午後3時・6時・
9時から放送を行っています。

 

 アナログ 21 チャンネル 

　御薗地区のみの放送で、アナログ10チャン
ネルと同じ「特集」「お知らせ」などの行政情報・

お天気情報・防災情報をお伝えします。

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
�
5
6
3
5
）

測定地点
勢田川

姫之橋 北新橋 勢田大橋 一色大橋

BOD
（mg／ℓ）

H18年
12月結果 2.2 2.5 3.1 1.6

H17年
12月結果 3.2 3.1 1.4 0.8

H17年度
平均

3.5 7.5 3.8 2.0

環境基準 5mg／ℓ以下（勢田大橋）

（12月5日 西日本技術コンサルタント 分析 )

と
き　

2
月
23
日
㈮
〜
3
月
9
日
㈮
、

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
・
4
階
選
挙

管
理
委
員
会
室（
休
日
は
市
役
所
本
館
・

1
階
守
衛
室
）
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種別 相談日など

消費生活

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時
ところ 三重県栄町庁舎
 （消費生活相談窓口）
 （☎津059－228－2212 ）　 

商工政策課（☎21－5512 ）

婦 人
と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時
ところ 福祉総務課（☎21－5556 ）

母 子
と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後5時
ところ 児童長寿課（☎21－5561 ）

家庭児童
と　き 月曜日～金曜日　
 午前8時30分～午後5時
ところ 児童長寿課（☎21－5561 ）

乳 幼 児
と　き 月曜日～金曜日 
 午前9時～午後4時
ところ 大世古保育所（☎25－3676 ）

家庭教育

と　き 火曜日～日曜日　
 午前9時～午後5時
ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」
 （生涯学習センターいせトピア内）

（☎21－0910 ）

教 育
小・中学生の不登
校・いじめ・友人
関係・学習など

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後5時
ところ 教育研究所
 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 

（☎22－0285、22－0347 ）

カウンセラーによる

カウンセリング
（小・中学生の教育）

〈要予約〉

と　き 毎週水曜日・木曜日  
 午後１時～5時
ところ 教育研究所
 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 

（☎22－0285、22－0347 ）

青 少 年
（非行・いじめなど）

と　き 月曜日～金曜日
 午前9時～午後4時
ところ 青少年相談センター
 （厚生中学校内）
 （☎28－6344 ）

就 職

と　き 第1・2・4火曜日　　　　 
午前10時～午後4時

ところ サンライフ伊勢
対　象 市内に在住または通勤している
 35歳以下の人、またはその保護

者、学校の進路担当教諭
定　員 1日につき 5人まで（先着順）
申し込み おしごと広場みえ（☎津059－
 222－3309）または、商工政策
 課（☎21－5568 ）へ電話

種別 相談日など

中高年齢
者 職 業

と　き 火曜日・日曜日・休日を除く毎日
 午前9時～午後5時
ところ 中高年齢者職業相談室
 （サンライフ伊勢内）
 （☎28－1267 ）

老 人
在宅介護

と　き 月曜日～金曜日
 午前8時30分～午後5時
ところ 地域包括支援センター
 （福祉健康センター内）
 （☎27－2431 ）

と　き 毎日24時間対応
ところ 各在宅介護支援センター
 神路園（☎22－6012 ）
 双寿園（☎23－9231 ）
 白百合園（☎27－1511 ）
 山咲苑（☎26－2600 ）
 正邦苑（☎38－1800 ）
 みなと（☎35－0811 ）
 楽寿苑（☎31－0050 ）
 二見ふれあいプラザ（☎43－4423）
 小俣（☎27－1155 ）
相談方法 電話・来所

心配ごと

と　き 第1水曜日（2月7日）　
 午後1時～3時
ところ 小俣公民館
問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所
  (☎27－0509 ）

と　き 第２水曜日（2月14日）　
 午後1時～3時
ところ 社会福祉協議会伊勢支所 
 （福祉健康センター内）
 （☎27－2425 ）

と　き 第3水曜日（2月21日）　
 午後1時～3時
ところ ハートプラザみその
問い合わせ 社会福祉協議会御薗支所
  (☎22－6617 ）

と　き 第4水曜日（2月28日）　
 午後1時～3時
ところ 社会福祉協議会二見支所
 （二見ふれあいプラザ内）
 （☎43－3994 ）
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２月の無料相談
種別 相談日など

法 律
担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている場
合は、相談を受け
られません

と　き 毎週月曜日　午後1時30分～3時30分
 ※2月12日は休日のため、13日㈫に行います。

ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515 ）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 １日につき 8人まで
 （定員を超えた場合は抽選）
申し込み 相談日当日の午後1時15分まで

に秘書広報課へ来所

と　き 2月1日㈭　午後1時30分～3時30分
ところ 社会福祉協議会伊勢支所
 （福祉健康センター内）
 （☎27－2425 ）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み 相談日当日の午後1時15分までに

社会福祉協議会伊勢支所へ来所

と　き 2月15日㈭
 午後1時30分～3時30分
ところ 社会福祉協議会二見支所
 （二見ふれあいプラザ内）
 （☎43－3994 ）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 4人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み 相談日の2週間前（2月1日）から前

日（2月14日）までに、社会福祉協議
会二見支所へ来所または電話

と　き 3月1日㈭　
 午後1時30分～3時30分
ところ 小俣公民館
対　象 市内に住所を有する人
定　員 4人（先着順）
申し込み 相談日の2週間前（2月15日）から
 社会福祉協議会小俣支所（☎27
 －0509 ）へ来所または電話
※2月中に申し込みを開始するため、今月号で掲載します。

交通事故

と　き 第2・3水曜日（2月14日・21日）
 午前10時～午後3時
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515 ）
定　員 1日につき 4人まで（先着順）
申し込み 相談日当日の午前8時30分から
 秘書広報課へ電話

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時  

（受け付けは午後3時30分まで）
ところ 三重県栄町庁舎
 （交通事故相談窓口）
 （☎津059－228－7350 ）

種別 相談日など

多重債務
クレジット  
 消費者金融

     

と　き 第3木曜日（2月15日）
 午前9時30分～11時30分
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515 ）
定　員 ４人（先着順）
申し込み 相談日当日の午前8時30分から
 秘書広報課へ電話

行　 政

と　き 第2・4火曜日（2月13日・27日）
 午後1時～4時
 （受け付けは午後3時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515 ）

市 政

【市政相談・行政相談】
と　き 第3火曜日（2月20日）　
 午前10時～午後3時
ところ 二見生涯学習センター
問い合わせ 二見総合支所地域振興課
 （☎42－1111 ）

【市政相談・行政相談】
と　き 第1水曜日（2月7日）　午後1時～3時   
ところ 小俣公民館
問い合わせ 小俣総合支所地域振興課
 （☎22－7858 ）

【市政相談】
と　き 2月15日㈭　午後1時～3時
ところ 御薗公民館
問い合わせ 御薗総合支所地域振興課
 （☎22－0235 ）

登 記

と　き 第2火曜日（2月13日）  午後1時～4時
 （受け付けは午後3時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515 ）

と　き 2月20日㈫　午後1時～4時
ところ 小俣公民館
問い合わせ 小俣総合支所地域振興課
 （☎22－7858 ）

特設人権
と　き 第2木曜日（2月8日）  午後1時～4時
 （受け付けは午後3時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515 ）

人　 権
と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日
 午前9時30分～午後4時30分
ところ 津地方法務局伊勢支局
 （☎28-6158 ）

公 証
遺　　言
契約証明

と　き 第1木曜日（2月1日）   午後1時～4時
 （受け付けは午後2時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515 ）
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※外国人登録者を含む

総人口	 136,715人（−41人）	 男　性	 64,931人	（−29人）

世帯数	 52,609世帯（−5世帯）	 女　性	 71,784人	（−12人）

人の動き（12月末現在）

まちの話題
　12月15日、小俣老人福祉会館で寄せ植え園芸教室が行われました。
　会場には、松・竹・梅といったお正月の素材が用意され、参加者は、

先生に教わりながら、真

剣な表情で寄せ植え作り

に取り組んでいました。

　完成した寄せ植えは、

どれもそれぞれの個性が

出た素晴らしい出来で、

一足早い新年の空気を漂

わせていました。

寄せ植え園芸教室

　12月30日、プロ野球の大
おおみちのりよし

道典嘉選手らによる

野球教室が二見グラウンドで開催されました。

　これは、明野高等学校野球部同窓生が企画・

運営したもので、市内および周辺市町の子ども

たち約100人が参加し、熱心に話を聞き、指導
を受けました。

野球教室

　１月４日、安倍内

閣総理大臣が、伊勢

神宮参拝のため、伊

勢市を訪れました。

　首相は、外宮・内

宮を参拝した後、神

宮司庁前でボーイス

カウト・ガールスカ

ウト団員の代表から

花束のプレゼントを

受けました。

安倍首相が来勢

　12月10日、御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター・体育館で、
御薗スポーツ少年団が餅つきを行いました。

　この日は、団員と保護者、指導者の約100人が参
加し、杵

きね

と臼
うす

を使い、餅つきを体験しました。

　団員は、最初、慣れない手つきで餅をついてい

ましたが、こつをつかむと力強く杵を使って餅を

つきました。

　つきあがった餅は、その場で保護者がきなこ餅

にし、参加者は、自分たちでついた餅をおいしそ

うに食べました。

御薗スポーツ少年団の餅つき

 デザインの趣旨
　伊勢市の「伊」の文字を基調に、豊かな自然の中で健

康で元気に躍動する伊勢市民を象徴的に表現しています。

　マークは、緑（大地）、青（空と海）、橙
だいだい

（太陽とみのり）の

3色で表現され、自然に恵まれた伊勢市をイメージしてい
ます。

健康文化都市推進事業の
シンボルマークが決定

　応募作品20点の中から、
伊勢市民健康会議による選
定の結果、次のマークに決
まりました。
　今後も、みんなで健康づ
くりに取り組み、誰もが生涯
を健康で暮らせる健康文化
都市を目指しましょう。


